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長谷新田の供養塔

　

今
年
４
月
、
千
葉
市
美
術
館
で

県
内
の
仏
像
な
ど
１
０
０
余
点
を

集
め
た
展
覧
会
が
あ
り
、
市
内
か

ら
も
出
品
さ
れ
ま
し
た
。長
谷（
共

興
地
区
）
如
来
寺
の
14
〜
15
世
紀

（
南
北
朝
〜
室
町
時
代
）
に
造
ら
れ

た
阿
弥
陀
三
尊
像
（
市
指
定
文
化

財
）
も
展
示
さ
れ
ま
し
た
。
同
寺

の
本
尊
は
阿
弥
陀
如
来
で
、
寺
の

名
の
由
来
に
も
な
っ
て
い
ま
す
。

　

如
来
寺
に
は
も
う
１
点
市
指
定

文
化
財
の
「
古
文
書
」、
長
谷
村

で
の
争
論
の
判
決
文
と
そ
の
裁
許

絵
図
が
保
存
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

３
３
０
年
ほ
ど
前
、
同
村
の
八

右
衛
門
が
村
内
の
製
塩
す
る
釜
場

を
数
年
前
か
ら
名
主
が
横
領
し
て

い
る
と
幕
府
に
訴
え
ま
し
た
。
双

方
の
主
張
を
も
と
に
幕
府
が
出
し

た
裁
決
は
、
名
主
の
全
面
勝
訴
で

し
た
。
八
右
衛
門
は
村
の
領
主
に

背
き
、
そ
の
上
、
田
地
の
名
前
を

勝
手
に
替
え
た
と
い
う
罪
で
、
村

内
で
さ
ら
し
首
（
江
戸
時
代
に
科

さ
れ
た
死
刑
の
一
つ
）
に
な
り
ま

し
た
。
判
決
文
に
は
、
八
右
衛
門

の
ほ
か
６
人
が
斬
罪
（
打
ち
首
）、

２
人
が
村
内
か
ら
の
所
払
い
（
追

放
）、
47
人
が
禁
獄
刑
で
牢
屋
に

閉
じ
込
め
ら
れ
ま
し
た
。
こ
れ
だ

け
の
農
民
が
処
刑
さ
れ
た
こ
と
は
、

お
そ
ら
く
村
人
の
ほ
と
ん
ど
が
連

名
で
名
主
を

訴
え
た
の
で

し
ょ
う
。
裁

許
は
、
１
６

８
５
年
６
月

４
日
に
下
さ

れ
ま
し
た
。

　

裁
許
絵
図

面
で
確
認
で

き
る
家
数
は

88
軒
ほ
ど
で
、

村
人
56
人
が

処
刑
さ
れ
た
の
で
長
谷
村
に
と
っ

て
は
一
大
事
件
で
し
た
。

　

写
真
の
供
養
塔
の
う
ち
左
の
も

の
は
、
正
面
に
「
八
右
衛
門
霊
」

と
刻
ま
れ
１
８
８
９
（
明
治
22
）

年
12
月
に
宇
野
重
蔵
が
立
て
ま
し

た
。「
墓
替
碑
」
と
あ
る
こ
と
か

ら
、
さ
ら
し
首
に
さ
れ
た
八
右
衛

門
の
墓
を
こ
こ
に
ま
つ
り
合
わ
せ

て
「
村
中
安
穏
」
を
祈
り
ま
し
た
。

　

明
治
22
年
４
月
の
合
併
で
共
興

村
が
成
立
し
、
江
戸
時
代
に
罪
人

だ
っ
た
八
右
衛
門
の
霊
も
２
０
０

年
経
て
よ
う
や
く
公
に
供
養
で
き

る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
し
ょ
う
。

　

右
の
石
碑
に
は
「
祭
八
右
衛
門

霊　

御
門
霊
神
」
と
あ
り
、
碑
の

発
起
人
に
「
講
社
一
同
」
と
刻
ま

れ
て
い
ま
す
。
こ
こ
に
庵
を
つ
く

り
冥
福
を
祈
っ
た
人
が
亡
く
な
っ

た
１
９
１
０
年
以
降
に
立
て
ら
れ

た
よ
う
で
す
。

　

如
来
寺
の
当
時
の
住
職
が
記
し

た
も
の
の
中
に
、「（
裁
許
の
あ
っ

た
）
１
６
８
５
年
は
３
月
ま
で
に

17
度
大
雪
が
降
り
、
４
月
か
ら
９

月
ま
で
大
日
照
り
で
田
や
畑
、
竹

や
木
ま
で
も
が
枯
れ
果
て
た
」
と

記
さ
れ
、
こ
の
年
が
長
谷
村
に

と
っ
て
大
変
な
年
だ
っ
た
こ
と
が

分
か
り
ま
す
。

（
元
市
職
員
・
依
知
川
雅
一
）
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あ　

み　

だ

川　　

柳

髙
梨　

果
宝 

推
薦

川
口　

城
司 

推
薦

卓
上
に
ペ
ン
と
便
箋
冬
は
じ
め 

春　

海　
　
　

浜
野　

隆
志

七
五
三
祝
禰
宜
の
祓
を
神
妙
に 

若
潮
町　
　
　

最
上　
　

峻

夕
空
へ
出
は
ら
っ
て
ゐ
る
鴨
の
沼 

八
日
市
場
ハ　

大
川　
　

子

残
照
の
海
ゆ
ら
ゆ
ら
と
小
春
か
な 

登　

戸　
　
　

伊
藤　

さ
く

千
年
の
大
樹
の
息
吹
返
り
花 

八　

辺　
　
　

依
知
川
き
よ

口
笛
の
思
は
ず
出
さ
う
小
春
か
な 

上
谷
中　
　
　

太
田
三
樹
夫

小
春
日
の
隣
の
人
と
歩
き
け
り 

大　

浦　
　
　

江
波
戸
廣
子

ぐ
ち
や
ぐ
ち
や
の
葱
の
畑
を
十
三
夜 

栢　

田　
　
　

伊
藤　

定
子

夏
野
菜
蒔
き
た
る
空
の
青
さ
か
な 

栢　

田　
　
　

加
瀬　

潔
子

天
の
河
太
陽
地
球
ヒ
ト
生
き
る 

栢　

田　
　
　

石
田　
　

健

干
し
柿
は
夕
陽
に
映
え
て
軒
の
下 

東
小
笹　
　
　

江
波
戸
京
子

下
積
み
の
長
く
続
い
た
嫁
が
主 

　

飯　

塚　
　
　

鈴
木
ツ
ネ
子

味
が
あ
る
芸
下
積
み
の
長
い
過
去 

飯　

高　
　
　

林　

サ
ダ
子

殿
の
我
が
子
は
う
し
ろ
振
り
向
か
ず 

飯　

高　
　
　

松
野　

敏
昭

お
世
辞
言
う
人
の
心
が
分
か
ら
な
い 

八
日
市
場
イ　

関
川　

幸
子

下
心
あ
る
な
近
頃
愛
想
よ
い 

八
日
市
場
イ　

常
世
田
や
す
子

追
伸
が
欄
外
に
出
て
言
う
本
音 

八
日
市
場
イ　

鈴
木
十
世
志

名
優
の
背
中
の
演
技
魅
せ
ど
こ
ろ 

春　

海　
　
　

久
米　

喃
喋

い
は
い

ぬ
し

し
ん
が
り

し　
　

め
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